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（バックナンバー掲載中）

カメムシはクサい虫というイメージがあると思います。この悪臭の原因物質は「アルデヒド化合物」です。人間に

とってアルデヒド類は高濃度になると有毒になるものが多いことから、人やその祖先は遺伝的にカメムシの臭いを忌避

する機構が発達し、アルデヒド系化合物によってカメムシ類の臭いを嫌な臭いだと感じるようになったという考えがあ

ります。ちなみに、カメムシといわれるなかまは、異翅亜目というグループに属し、その全体からすれば悪臭を放つ種

は一部です。

このカメムシの臭いは、手や洋服についた場合、洗ってもなかなか消すことができません。なぜなら、カメムシの臭

い成分のアルデヒドには「揮発性」と「親油性」を持ち、普通の石鹸による手洗いでは溶けてくれないからです。この

アルデヒドの化学的な性質である揮発性と親油性には、熱によって臭いを飛ばすことや油に溶けやすいことが特徴とし

て挙げられます。つまり、洋服などについた臭いはアイロンがけなど、高温にさらすことによって臭いを飛ばすという

対策をとることができ、手についた臭いは油や界面活性剤が多く含まれる食器用洗剤を用いて消臭するという対策をと

ることができます。ただし、これらの方法は高温だったり手の脂も溶解することから、やけどや肌荒れの危険性もあり

ますので、気を付けてくださいね。

今月の豆知識：カメムシのにおいのはなし
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図1. クサギカメムシ成虫

建屋のつくり（対象カメムシ種）
散布薬剤
有効成分

落下虫数 侵入阻止率
（%）実験区 対照区

鉄筋コンクリート、アルミサッシ（クサギカメムシ） シフェノトリン 0.0 13.0 100

鉄筋コンクリート、アルミサッシ（クサギカメムシ） シラフルオフェン 1.3 52.1 97.8

鉄筋コンクリート、アルミサッシ（クサギカメムシ） シフェノトリン 2.1 48.5 97.3

木造2階、アルミサッシ （クサギカメムシ） シフェノトリン 2.0 53.0 96.2

木造平屋、アルミサッシ （スコットカメムシ） シフェノトリン 12.0 183.5 93.5

木造2階、木造二重サッシ （スコットカメムシ） シラフルオフェン 2.0 33.0 94.0

木造2階、木造二重サッシ （スコットカメムシ） シフェノトリン 4.0 31.5 87.3

表1. 対象カメムシの薬剤散布処理による侵入阻止効果

（渡辺，1995：家屋害虫Vol. 17, 119-130.)


